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42･高振動励起 S02の量子カオス準位構造

東大 ･教養 山内 薫,土屋荘次

誘導放出分光法 (stimulatedEmissionPumping法 :以下 SEP法と略す )は,多原

子分子の高振動励起準位構造を調べるうえで有効な方法である｡一万,3原子分子の高振動励

起状態は,分子内モー ド間-のエネルギー分配のランダム化や古典論における結合振動子のカ

オス状態の量子力学における対応を考えるうえで最も基本的な対象であり,多くの理論研究が

なされているが対応する実験結果の報告例は無い｡本研究では,S02にSEP法を適用 し,

17000-23000cm~1の領域での振動回転準位構造を求めた｡

多くの Fermi結合,コリオリ結合の存在が見出されたが,最近按準位間隔の2次のモーメ

ントを測定したところ, 1.99であった｡量子力学における準周期的振動およびカオス的振動は

最近接準位の分布がそれぞれ Poisson および Wigner分布で与えられ,その2次のモーメ

ントは1.96および1.27である｡.このことから,測定された領域でのS02 の量子振動準位は

準周期的振動を反映していることが示された｡さらに高い振動エネルギー領域では,振動準位

間隔が Fermi結合の結果としてWi-gner分布を形成すると予想される｡
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